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学校関係者評価委員会 

開催日時：令和８年６月５日（金） ９：３０～１１：００ 

場所：本校理事長室 

参加委員 ※敬称略 ５０音順 

相田 志   ＆A color office 代表 

及川 壮也 本校卒業生 会社代表 

檀崎 孝志 本校卒業生 会社役員 

針生 庸一 有限会社針惣 代表取締役 

古川 直磨 古川直磨公認会計士事務所 代表 

山口 文彦 有限会社 ONEanother 代表取締役 

 

同席者 

 菅野 敦子 ファッション文化専門学校 DOREME 校長 

 菅野 麻那 学校法人支倉学園 法人本部長 

 

学校関係者評価委員からの主なご意見・対応等           

（１）教育理念・目標 

【意見】  

特段なし 

【対応】 

 

(2)学校運営 

【意見】 

・学校設備の改修工事（トイレ） 

【対応】 

・１F来客用トイレ令和 8年度実～9年度実施予定 

 

（３）教育活動 

【意見】 

・キャリア教育が素晴らしい。就職率はトップクラスであり、是非継続してほしい。 

・今年度退学者が少なかったのもよかったと思う。先生方の努力の成果。 

【対応】 

 

（４）学修成果 

【意見】 

・就職率が常に高い。今後も続けてほしい。 

・入学者の確保方法の検討が急務。魅力発信の方法を検討。 
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【対応】 

・学生個人個人に合った就職先の提案、サポートを継続していく。 

・入学生増加対策は継続して取組み、学校全体で取り組んでいく。 

・入学前面談に関しても、広報担当者だけでなく学科担当も協力して検討していく。 

・カリキュラムの見直しを行い、学生が自然と登校できる環境をつくる。 

 

（５）学生支援 

【意見】 

特段なし 

【対応】 

 

（６）教育環境 

【意見】 

・特段無し 

 

（７）学生の受入れ募集 

【意見】 

・大学への流出、他校との競争、いろいろと理由はあると思うが、まずは人海戦術も大事。しっかりと営業回りをし

て、高校との連携を確立することが大事だと思う。 

・HPの不便さが目立つ。映像を組み込んだり、もっとファッショナブルなものにした方がよいのでは。 

【対応】 

・広報担当者だけでなく、全職員で活気あるオープンキャンパスを目指さねばならない。HP に関しても、写真の

入替だけでも行い、フレッシュさを出すようにする。 

 

（８）財務 

【意見】 

・建物の老朽化が目立つ為、計画的な修繕計画を立てた方が良い。壊れてから直すのではなく、その前に対処

してほしい。事前に費用を貯蓄していくことはできないのか。 

 

（９）法令等の遵守 

【意見】 

特段無し。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

【意見】 

・企業説明会が魅力的だった。特に東北の縫製産業の方々をお呼びしたことは、地域貢献にもなり、ファッション

文化の促進にもなるため、今後も継続してほしい。 
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（１１）国際交流 

【意見】 

・留学生受け入れの検討も視野に入れてほしい。 


